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0.  ビ ジ ョ ン

ベル・エンジニアリングはガバナンス・コミュニケーションを強化しつつ

基本理念である「バーチャル技術を駆使してリアル社会の発展と環境保護に

貢献する」ことを社会的使命として、新たなる価値創造の歩みを進めていきます。

(Environment：環境対応)

○生産プロセスの環境負荷低減：フロントローディング推進

（Social：社会責任）

○エンゲージメントの向上：労働生産性の向上、健康経営の推進

 ○ウェルビーイングの向上：人材の定着する環境作り

 ○ダイバーシティの推進：人権の尊重、人材の育成・確保

（Governance：企業統治）

 ○コーポレートガバナンスコードの主旨を踏まえた体制の強化

企業が長期的に成長するためには経営において3つの観点が必要

E

マテリアリティの設定

Ｓ

Ｇ
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1.   中長期の方向性

 ○生産プロセスの環境負荷低減：フロントローディング推進

○エンゲージメントの向上：労働生産性の向上、健康経営の推進

○ウェルビーイングの向上：人材の定着する環境作り

○ダイバーシティの推進：人権の尊重、人材の育成・確保

人材こそ財産と考え、社員とその家族の健康と安全を守り、

技術の伝承を行ってエンジニアを育て、社会に広く貢献したい。

Ⅰ. Environment

Ⅱ. Social

デジタルツイン

既存建築設備(生産設備)のデジタル

トランスフォーメーションを推進

点群撮影 点群合成 点群モデル

新設建築設備(生産設備)のデジタル

トランスフォーメーションを推進

設計BIM 施工BIM 竣工BIM

流体解析

CFDシミュレーション
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◆ベルの人財戦略

○コーポレートガバナンスコードの主旨を踏まえた体制の強化

企業が透明性を保ち、適切に企業統治に取り組んでいる

ことを公開し、株主をはじめ顧客・従業員・地域社会等の

ステークホルダーから信頼していただける企業体を目指す。

◆ベルのガバナンス戦略

Ⅲ. Governance

ベル

人材戦略
就業環境作り

●健康経営の推進

●衛生委員会の活動

●家庭環境への配慮

●就業規則の整備

エンジニア育成

人事制度整備
●評価

●報酬の適正化

●技術研修実施

●技術の伝承

§社内研修

1年間、月１回、習熟度別講習の実施。

社員で講師と受講生をローテーションして

満遍なく技術を伝承していく。

§社外研修

空調衛生工学会･･･専門技術講習

SMBCセミナー･･･階層別ビジネス講習

§役割別人事評価

おかれた立場での評価。

個人のビジョンや人生設計の話しも聞き

キャリアコンサルティングを実施。

§技術的人事評価

個人の技量を明確にするとともに

次の課題を決めてスキルアップを

サポートする。

適正な報酬、昇給

株 主

顧 客

従業員

地域社会

ステークホルダー
内部統制の構築

○取締役会

○経営計画

○サステナビリティ推進

○リスクマネジメント

より強い

信頼関係
ベル・エンジニアリング
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2.   事業領域

ｉ－Construction2.0～国土交通省
デジタル技術を最大限活用し、生産プロセスのオートメーション化に

取り組み、少ない人数で安全に快適な環境で働く生産性の高い建築現場

を実現させることを目指す。

○データ連携のオートメーション化（デジタル化・ペーパーレス化）
　BIM/CIMによる建設生産プロセス全体のデータの連携に努力し、

　３次元モデルの標準化とそのモデルを工事契約書などに活用。

　またデジタルツインの活用による現場作業の効率化や

　現場データの活用により、ペーパーレス化、監理の高度化、

　検査の効率化を目指す。

○施工管理のオートメーション化（リモート化・オフサイト化）
　高速ネットワークを整備の上、建設現場のリモート化やオフ

　サイト化を推進して現場作業をサポートする。

◆ベルの領域

【維持管理】

ロボットやセンサーに

よる管理状況のデジタル化、

3D点検データによる可視化

【測量・調査】
レーザースキャナーや

ドローンを活用した

3Ｄ測量

【設計】
3Dモデルによる可視化と

手戻り防止、施工計画の

効率化

【施工】
ICT施工の工種拡大、

3Dデータに基づく施工、

デジタルデータ活用に

よる新技術の導入拡大

※各社モデルを統一して

建物全体の

3Dモデル表示

各データ収納

データ管理

アクセス権限制御

情報プラットフォーム

受注者

工事施工状況の確認

建物完成検査
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３.   事業セグメント

○設計ＢＩＭ・施工ＢＩＭ 対応

現段階では、㈱ＮＹＫシステムズ社の設備専用CAD『Rebro』の

社内比率を上げてBIMに対応していくが、客先のニーズにより

AUTODESK社のRevit(BIM360含む)も視野に入れ幅広い対応をしていく。

２０２４年

OneModel化へ加速

２０３４年

BIMでのOneModel化が進めば、設計・施工・積算・監理・運用との

データの連携する率が上がる＝業界のオートメーション化。

○ＢＩＭが担うと考えられる役割・機能

コミュニケーションツールとしての活用、

設計施工プロセス改革等を通じた生産性の向上

建築物の生産プロセス・維持管理における

情報データベース

ライフサイクルで一貫した利活用

意匠（Architecture）構造（Structure）設備（MEP）の連携　

　　IoTやAIとの連携に向けたプラットフォーム

AUTDESK社

Revit

(BIM360)

Rebro

Tfas

意匠

（Architecture）

構造

（Structure）

設備

（MEP）

業界全体 One Model

BIMデータ付与 BIMルール設定

各CAD拡張性

アドイン使用

メーカーデータ使用

ベル One Model対応

Process

Data Base

Platform

7



４.   中長期の数値目標

◆財務指標の時系列推移

※数値は事業計画の最終事業年度の値

◆2024事業計画の数値目標

※ＲＯＡ：経常利益／総資産×１００

ＲＯＡ（％） 15.0 15.0 15.0

売上高（億） 4.34 4.56 4.79

経常利益率（％） 4.0 4.0 4.0

ＲＯＡ（％） 11.85 5.55 10.04

事業年度 FY2024 FY2025 FY2026

売上高（億） 4.69 4.01 4.10

経常利益率（％） 5.2 2.9 6.1

中期事業計画 2017 2020 2023
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